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The history of discovery of Mycobacterium kansasii and the history of bacteriological 

studies on this organism are stated. The methods of differentiating M. kansasii from other 

members of Group I mycobacteria are described. The organism is isolated from water. 

The source of infection to humans is therefore probably the water.
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Mycobacterium kansasii の感染 症 は,最 近,我 国 に

お け る重要 な感 染症 の一 つ に な りつ つ あ る。1977年 ご

ろ までは,我 国 におけ る非定 型抗 酸菌 症 の6～7%を

占め るにす ぎなか った し,そ の発 生地域 も東京 お よび

その周辺 に限局 して いた が,1978年 ごろか ら東 京以 西

に広 く発 生 す る よ うに な り,全 非定 型抗 酸菌 症 中 に 占

め る割合 も10%を 超す に至 った(国 立療 養所 非定 型抗

酸菌 症共 同研 究班 の研 究成 績 に よる)。従 って,こ の菌

は特 に珍 しい菌 とい うわ けで はな く,一 般 の病院 で 同

定 され る機 会 も増 えて い る と思 われ る。 ここで は,こ

の菌 の発見 の歴 史,研 究 の歴 史 を述べ る と同時 に,そ

の特徴 を明 らか に して,今 後,同 定 に携 わ る方 々 の参

考 に供 したい。

Mycobacterium kansasii の発見

M. kansasii による肺感染症2例 を初めて報告したの

は, Buhler and Pollak (1953)1)で あ 。 しか し,こ

の菌を M. kansasii と命名 したの は別 人で,彼 らは,こ

の菌 を"yellow bacillus"(黄 色菌)と 呼 ん だ。彼 らに

よる菌の 記載 は次 の ご と くで あ る。「菌 は結 核 菌 の約3

倍 の長 さで あ り,結 核 菌分 離用培 地 に速 か に発 育 し,

集落 の色 は ク リーム色 ない し黄色 また は黄榿 色 で ある。

室温 で発 育 させ ると黄 色が濃 くなる。(結核 菌 と違 って)

モル モ ッ トに進行 性 病変 を作 らない。 発育 は22℃ で遅

く,37℃ で速 い。 集 落 は通 常平 滑 で湿 潤 して い る。」即

ち,今 日言 う光 発 色性 につ いて は言 及 されて い ない し,

集落 形 態 は平 滑湿 潤 とされて い る。 集 落が黄 色 で あ る

とされ て いるの は,培 養 中に光 を受 け たため で あろ う。

菌の 長 さが非 常 に長 い点 とモル モ ッ トに病原 性 が ない

こ とは,こ の菌 の特 性 をよ く把握 して い る。 次 いで,

Pollak and Buhler (1955)2)は,こ の菌 は,モ ルモ ッ ト,

ニ ワ トリ,ウ サ ギ に対 して は病原 性 がな いが
,マ ウス,

ラ ッ ト,特 にハ ム ス ター に対 して病原性 を示 す と述 べ

て い る。特 に,ハ ム ス ター に対 しては致 死 的 に作 用 し,

cortisoneの 投 与 は疾 病 を重篤 にす る と述べ た。この年 ,

即 ち,1955年 にHauduroy(1955)3)は,こ の 菌 を

Mycobacterium kansasii と命 名 し た 。 従 っ て,今 日,

こ の 菌 は, M. kansasii Hauduroyl955 と頻々記載され

る が,命 名 規 約 はBuhler and Pollakに 非 情 で あ る と

い わ ね ば な ら な い 。

この こ ろ,Timpe and Runyon (1954)4)は,非 定 型
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抗 酸菌 を3群 に分 けて いて,そ の 中 に光 発 色性 菌 の項

目は ない。 「光発 色性 菌 」(Photochromogens)の 概 念

と定義 が確 立 したの は,1959年 のRunyon5)の 有名 な論

文"Anonymous mycobacteria in pulmonary disease"

か らの よ うで あ る。Runyon5)は,こ の論文 で 「無名抗

酸 菌 」 を4群 に 分 け,そ のGroup IをPhoto

-chromogensと して い る。RunyonのM. kansasiiに 関

す る記 述 は次 の ご と くで ある。「暗所 で発 育 した時 は無

色,明 所 で発 育 した時 は,黄 色 ない し橙 色 の集 落 を形

成 す る。また,若 い培 養菌 は45cmの 距離 で30ワ ッ トの

光 を1時 間照射 した後,暗 所 で6～12時 間培 養 す る と

黄 色 とな る。 しか し,成 熟 した培養 菌 の光 に対 す る反

応は遅 い か,ま た は皆 無 で ある。集 落 はS型 で あ るが,

梢R型 の傾 向が あ る。菌 は結核 菌 よ り長 い。」以上 の記

述 は,こ の菌 の性 状 を簡 明 に示 し,今 日の我 々 の概 念

と変 る ところ はな い。 しか し,記 載 は生 物学 的性 状 に

限 られ,生 化 学 的性状 につ いては,ま だ知 られ てい な

い。 上述 のRunyonの 光発 色 快生に関す る記述 は,極 め

て正確 で あ り,光 発色 性試 験 はRunyonの 言 うよ うに

行 な わな ければ正 しい結果 が得 られ な い こ とを銘 記す

べ きで あ る。 即 ち,光 発色 性試 験で は原 則 として,2

本 の試験 管(培 地)を 用意 し,1つ を暗所 に,他 を明

所 に培養 すべ き もの で ある。 しか し,光 に 当て なが ら

培養 す る こ とが設 備 の関係 で不 可能 な らば,若 い培 養

菌 に光 を あて た後 にフ ラン器 で培養 して色の変 化 を観

察 しなけれ ば な らない。陳 旧培養 菌 を使 用す る と,光

発色 性菌 で も光 に対す る反 応が な い こ とが あ る。今 日,

我 々はM. kansasiiの 集 落 形態 をR型 と受 けとめている

が,Runyonは 「S型 で あ るが,梢R型 の傾 向が あ る。」

と述 べ てい る。これ は,当 時の結 核菌 のR型 集 落 を基

準 に しての記 述 であ る と思 われ る。

Mycobacterium kansasiiの 生化 学的 性状

以 上 の よ うに,光 発 色 性がM. kansasiiの 最 も重要 な

性状 で あ るこ とが わか る と,次 には,同 じGroup I,

 Photochromogensの もう1つ の菌Mycobacterium

 marinumと 区別 す る必要 が生 じて きた。 この 区別 は,

主 と して生 化 学 的性状 に よ って行 な われ,同 時 にM.

 kansasiiの 生化 学 的特徴 も明 らか にされ て きた。

米 国微 生 物 学 会抗 酸 菌 委 員会(1962)6)は,M. kan

sasiiの 集 落 は表面 と辺縁 が不 規 則で あるのに対 して,

M. marinumの 集 落 は 平 滑 で あ り,発 育 速 度 もM.

 marinumの 方 が速 い と述 べ た。続 いて,次 の よ うな生

化学 的性状 が 明 らか に され た。

1) M. kansasiiの 色素

Tsukamura (1962)7)は,M. kansasiiの 光 発色 性色素

の主 成分 が β-caroteneで ある こ とを報告 した。また,

lycopeneを 含有 す る株 もあ った。更 に,M. kansasiiに

よる色素 の光合 成 に は酸素 が必要 で あ る とい う重要 な

所 見 も報告 した。 これ は,光 発 色性 試験 には,充 分 な

量 の 酸 素 を供 給 す る こ と が 必 要 で あ る こ と を 示 して い

る。 従 っ て,培 地 の 試 験 管 の 栓 は,空 気 の 流 通 が 可 能

な もの で な け れ ば,光 発 色 性 が あ る 菌 で も試 験 が 陰 性

の 結 果 と な る こ とが あ る。 光 発 色 性試 験 で は,こ の 点

に 注 意 す る こ とが 必 要 で あ る。 酸 素 供 給 の 必 要 性 は,

後 に,Wayne and Doubek (1964)8)に よ つ て も報 告 さ

れ て い る。 ま た,Ebina et al. (1962)9)は β-carotene

の 他 に α-caroteneの 存 在 も報 告 して い る 。また,束 村 ・

束 村(1966)10)に よれ ば,M. kansasiiに よ る β-carotene

の 光 合 成 に は,酸 素 と と もに,glycerol, glucoseま た

はpyruvateの よ う なC源 の 供 給 が 必 要 で あ る 。

2) Hydroxylamine感 受 性

Tsukamura (1965)11)は,M. kansasiiはNH2OH・

HCl250μg/mlに 感 受 性 で あ る が,他 の 非 定 型 抗 酸 菌

(病 原 性)は,M. marinumも 含 め て,こ れ に耐 性 で

あ る こ と を報 告 し た。こ の 性 質 は,後 にM. xenopiに も

認 め ら れ た が,M. kansasiiを 同 定 す る た め の 重 要 性 状

の1つ で あ る 。

3) Amidase活 性

Bonicke (1962)12)は,抗 酸 菌 が 菌 種 特 有 なamidase

活 性 パ タ ン を持 つ と報 告 し,M. kansasiiはureaseお よ

びnicotinamidaseが 陽 性 で,他 のamidasesは 陰 性 で

あ る と し た。後 に,M. gastriも 同 じパ タ ン を 示 す こ と

が わ か っ た が,こ れ もM. kansasiiを 規 定 す る重 要 性 状

の1つ で あ る 。

4)　 生 化 学 的 性 状 に よ るM. kansasiiとM. mar

-inumの 区 別

Kazda and Hample (1965)13)は,M. kansasiiは 硝

酸 還 元 陽 性 で あ る が,M. marinumは 陰 性 で あ る こ と

を 報 告 し た 。Kappler (1968)14)は,M. kansasiiは

Tween80水 解 陽 性 で あ るが,M. marinumは 陰 性 で あ

る と報 告 し た 。しか し,日 本 分 離 のM. marinumに は,

Tween水 解 陽 性 株 が 少 な くな い 。従 っ て,こ の 点 は,

同 定 の 際 に,あ ま りこ だ わ ら な い方 が よ い と筆 者 は 考

え る。Tsukamura (1967)15)は,M. kansasiiはal

lantoinase陰 性 で あ る が,M. marinumは 通 常al

-lantoinase活 性 は 陽1生 で あ る こ と を見 出 し た 。 また,

M. kansasiiはNH3-N原 の 存 在 下 で,glucoseを 単 一

C原 と して 発 育 す るが,M. marinumはglucoseを 利 用

し な い こ とを 観 察 し た 。

Tsukamura (1981)16)に よ れ ば,M. kansasiiの 大 部

分 の 株 は42℃ に発 育 す る が,M. marinumは42℃ に発

育 す る こ とは な い 。 光 発 色 性 の検 査 は,37℃ に培 養 し

て 検 査 す る の が よ い 。37℃ で 検 査 す れ ば,M. kansasii

とM. marinumはGroup I Photochromogensと 判 定

さ れ,M. szulgaiは す べ てGroup II scotochromogens

と判 定 され る。 しか し,も し,28℃ で 光 発 色 性 を検 す

る と,M. kansasiiの 一 部 に発 色 し な い も の が あ り,M.

 szulgaiの 一 部 がPhotochromogensと な っ て し ま う。
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ま た,稀 にM. marinumがScotochromogensと 判 定

さ れ る こ と が あ る 。

M. kansasiiとM. marinumと の 区 別 に つ い て,Tsu

kamura and Tsukamura(1967)17)は,M. kansasiiは

チ オ ク ト酸100μg/mlに 感 性 で,M. marinumは これ に

耐 性 で あ る と述 べ て お り,Silcox and David(1971)18)

は,前 者 はamithiazone10μg/mlに 感 性性,後 者 は これ

に 耐 性 で あ る と述 べ て い る。Tsukamura et al.(1973)19)

は,こ の 両 者 を 区 別 す る 種 々 の 検 査 の 概 観 を す る と と

も に,rifampicin (RFP)感 受 性 に よ る 区 別 を追 加 した 。

即 ち,M. kansasiiはRFP25μg/mlに 感 性 で あ る が,

M. marinumは 耐 性 で あ る。

光 発 色 性 を 示 す 抗 酸 菌 は,M. kansasiiお よ びM.

 marinumの 他 に,最 近 に な っ て,M. simiaeとM.

 asiaticumと が 報 告 され た 。 こ の2者 は,日 本 で は,ま

だ 分 離 さ れ て い な い 。M. kansasiiを,こ れ らの 抗 酸 菌

か ら区 別 す る 方 法 を表1に 一 括 し て 示 し た。

5) M. kansasiiとM. gastriと の 区 別

M. gastriは 非 光 発 色i生 で は あ る が,ureaseお よ び

nicotinamidaseが 陽 性 で,amidase活 性 パ タ ン がM.

 kansasiiと 同 じで あ る。 ま た,硝 酸 還 元 陽 性,Tween

水 解 陽 性 で,こ の 点 で もM. kansasiiと 似 て い る 。そ の

た め,一 時,光 発 色1性 を失 つ たMl.kansasiiの 変 異 菌 で

は な い か とい わ れ た 。 日本 で は,ま だ分 離 さ れ た こ と

は な い 。Tsukamura (1973)20)は,RFPの 原 形 で あ る,

rifamycin SV, 25μg/ml,に 対 し て,M. kansasiiは 耐

性 で あ るが,M. gastriは 感 性 で あ る こ と を見 出 し,こ

れ に よ っ て 両 者 を区 別 し う る と した。また,M. kansasii

はn-butanolお よびiso-butanolをC原 と して利 用 しな

い が,M. gastriは 利 用 す る 。こ の 両 者 は,Magnusson

 (1971)21)お よ びWayne(1971)22)に よ っ て 血 清 学 的 に

も区 別 され,現 在 は,別 種 の 菌 と考 え ら れ て い る 。(表

1)

6)　 菌 の 形 態

M. kansasiiの 菌 が 長 桿 菌 で あ る こ と は,Buhler and

 Pollak(1953)1)が 最 初 に指 摘 し た こ とで あ るが,こ の

性 状 は,そ の 後,重 要 な特 徴 の1つ と考 え られ る に至

っ た 。M. kansasiiの 菌 は 長 く,菌 体 内 に 縞 模 様 が あ る

こ と をArima et al. (1972)23)が 報 告 して い る。 た だ し,

こ の よ うな 形 態 はM. gordonaeお よびM. szulgaiで も

み ら れ る。

7) Niacin反 応 陽 性 の 変 異 菌

M. kansasiiは,も ち ろ ん 原 則 と してniacin反 応 陰 性

で あ る 。 しか し,niacin反 応 陽 性 の 変 異 菌 も稀 に 存 在

す る。Yue and Cohen (1966)24)お よ びGimpl et al.

 (1968)25)は,こ の よ う な変 異 株 に つ い て 記 して い る 。

8)　 光 発 色 性 を示 さ な い 変 異 菌

光 発 色 性 はM. kansasiiの 重 要 な性 状 の1つ で は あ る

が,常 に 光 発 色 性 を示 す と は 限 ら な い こ と を 念 頭 に 置

く必 要 が あ る 。Tsukamura, S. (1962)26)は,M. kansasii

に紫 外 線 を照 射 す る こ とに よ り無 色 の 変 異 株(nonphoto-

chromogenic mutants)を 分 離 し た 。 ま た,Hauduroy

 et al. (1965)27)お よ びTacquet et al. (1965)28)は

scotochromogenicなM.kansasiiの 存在 を報 告 して い

る。 最 近,筆 者 は,国 療 近 畿 中 央 病 院 喜 多 舎予彦 博 士 か

ら同 定 を依 頼 され た 菌 株 の 中 にscotochromogenicな

M. kansasiiを 見 出 した 。

な お,M. kansasiiの 一 般 的 な 性 状 に つ い て は,東 村

Table 1. Differentiation of Mycobacterium kansasii from Other Members of Group I and from M gastri

a: Intermediate between rough and smooth colonies
b: Ogawa egg medium
c: Modified Sauton agar medium (sodium glutamate was substituted for asparagine)
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ほ か(1966)29)の 報 告 が あ り,ま た,生 物 学 的,生 化 学

的 方 法 に よ るM. kansasiiの 同 定 お よび他 の 抗 酸 菌 か ら

の 区 別 法 に つ い て は,Tsukamura (1976)30)の 報 告 が あ

る 。 表1はTsukamura (1976)30)か ら 引 用 し た 。

Mycobacterlum kansasiiの 生 態

M. kansasiiの 感 染 源(reservoir)は 環 境 で あ る と考

え られ て い る 。M. kansasiiを 水 か ら分 離 し た とい う報

告 が,Mc Swiggan and Collins(1974)31),Epners

 (1976)32), Joynson (1979)33), Engel et al. (1980)34),

Steadham (1980)35)に よ っ て 行 な わ れ て い る。 従 っ て,

環 境 中 のM. kansasiiが,全 身 的 あ る い は 局 所 的 に 弱 点

を持 つ 人 に 感 染 す る と考 え て よ い(東 村(1977)36))。 以

上 のM. kansasiiを 水 か ら分 離 し た と い う報 告 は,い ず

れ も欧 米 の もの で,日 本 で は 全 く報 告 が な い。 こ れ は,

日本 に 抗 酸 菌 の 生 態 学 を研 究 す る人 が 殆 ん ど い な い た

め で,研 究 し て も分 離 で き な か っ た の で は な い 。 こ の

分 野 は,日 本 の 弱 点 で,と もす れ ば 偏 りが ち な 日本 の

学 界 の 一 面 を の ぞ か せ て い る 。

M. kansasiiが 人 か ら 人へ と感 染 した こ とを 立 証 す る

確 か な証 拠 は,現 在 の と こ ろ皆 無 で あ る 。 しか し,そ

の 可 能 性 を示 唆 す る報 告 は2つ あ る 。Onstad (1969)37)

お よびPenny et al. (1982)38)は,同 一 家 族 に複 数(2

ま た は3)の 本 症 患 者 を見 出 した こ と を報 告 して い る。
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